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（1）事業の目的

・旭川・紋別自動車道は、比布町を起点とし、遠軽町を経由して紋別市に至る高規格道路。
・遠軽上湧別道路は、高速ネットワークの拡充による道央圏・道北圏とオホーツク圏の連絡機能強化を
図り、地域間交流の活性化及び物流効率化等の支援を目的とした延長１３．８ｋｍの事業。

1.事業の概要
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■事業概要図■位置図

旭川・紋別自動車道
Ｌ=13.8km

遠軽上湧別道路

紋別市

網走市

北見市



（2）計画の概要

①起点 ‥‥‥北海道紋別郡遠軽町豊里

終点 ‥‥‥北海道紋別郡湧別町南兵村一区

②計画延長 ‥‥13.8km

③幅員 ‥‥13.5m

④構造規格 ‥‥1種3級

⑤設計速度 ‥‥80km/h

⑥車線 ‥‥2車線

⑦事業主体 ‥‥北海道開発局

ほっかいどうもんべつ えんがるちょう とよさと

1.事業の概要
（3）経緯

■横断図

ほっかいどうもんべつ ゆうべつちょう みなみへいそんいっく
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※事業進捗率は事業費変更後の進捗率
（令和7年3月末時点）

令和 3年度 事業化

令和 5年度 用地補償着手

工事着手

令和 7年度 事業進捗率11％

（単位：m）２車線



［高速交通ネットワークの整備状況］
北海道横断自動車道
・令和 6年 4月 女満別空港網走道路

（女満別空港～網走呼人）
新規事業化

［周辺道路の整備状況］
・令和 7年 3月 国道238号紋別防雪

全線開通

［その他］
・令和 3年 4月

シーニックバイウェイ「秀逸な道」
「美幌峠と屈斜路湖を風のように吹き

抜ける道」認定

・令和 5年 6月
「北海道白滝遺跡群出土品」が国宝指定

・令和 6年12月
シーニックバイウェイ「秀逸な道」
「並木のウエルカムゲートを抜けて

絶景へと至る道」認定

・令和 7年 5月
道の駅「遠軽 森のオホーツク」が
防災道の駅選定

（1）事業を巡る社会情勢等の変化

2.事業の必要性等

Ｌ=13.8km

遠軽上湧別道路

旭川・紋別自動車道

令和5年6月
「北海道白滝遺跡群出土品」
国宝指定

北海道横断自動車道網走線
令和6年4月

女満別空港網走道路
（女満別空港～網走呼人）新規事業化

令和7年3月
国道238号
紋別防雪 全線開通
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シーニックバイウェイ「秀逸な道」
令和3年4月
「美幌峠と屈斜路湖を風のように
吹き抜ける道」 認定
令和6年12月
「並木のウエルカムゲートを抜けて
絶景へと至る道」認定

東 オ ホ ー ツ ク シ ー ニ ッ ク バ イ ウ ェ イ ル ー ト エ リ ア

層雲峡・オホーツクシーニックバイウェイルートエリア（候補）

花回遊ルート

北海道シーニックバイウェイ「秀逸な道」認定区間

写真：網走開発建設部

令和7年5月 道の駅
「遠軽 森のオホーツク」
防災道の駅選定

写真：網走開発建設部



（2）事業の整備効果

2.事業の必要性等
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○水産品の流通利便性向上
・オホーツク海で漁獲された活ほたてやほたて玉冷の市場や物流拠点への定時性及び速達性の高い輸送ルー
トが確保され、水産品の流通利便性向上が期待される。

○農産品物流ルートの安全性・速達性向上
・遠軽市街地を回避する安全性の高い物流ルートが確保され、速達性向上が期待される。

○周遊観光の活性化
・遠紋地域と網走・知床を連絡する観光ルートとして主要観光地へのアクセス性が向上し、オホーツク圏の広域
観光の活性化が期待される。

○救急搬送の速達性・安定性向上
・救急搬送時の速達性向上や走行安定性向上による患者への負担軽減が期待される。

○異常気象時の確実性・信頼性向上
・耐災害性が強化され、基幹道路の確実性・信頼性の向上が期待される。



令和５年
ほたて漁獲量
331千t

遠紋地域
37%

北網地域
19%

オホーツク
56%宗谷

36%

その他
道内
8%

道外
0.1%

【ほたて(活・玉冷)の出荷状況】
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（2）事業の整備効果（水産品の流通利便性向上）

2.事業の必要性等
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・全国の約６割のほたて漁獲量を誇るオホーツク沿岸域は、HACCP認定水産加工施設も増加傾向。
・旭川・紋別自動車道の延伸により、玉冷加工施設から苫小牧港等へのほたて輸送時間が短縮され、玉
冷加工施設では投資が進み販売拡大が図られていることから、さらなる輸送の効率化が課題。

・当該道路の整備により、オホーツク海で漁獲された活ほたてやほたて玉冷の市場や物流拠点への定時
性及び速達性の高い輸送ルートが確保され、水産品の流通利便性向上が期待。

【湧別漁協の活ほたての
出荷量及び輸出量】

湧別漁協 ほたて加工場

出典：湧別漁業協同組合、
水産加工業者、
北海道水産現勢（R5年）

活ほたて
舞鶴港経由で

韓国へ

活ほたて
函館港から

道外へ

湧別町 A社加工場

ほたて玉冷
苫小牧港から

中国・韓国経由で
アメリカへ

遠軽IC開通後のR2より
活ほたての出荷を開始

出荷量は4.4倍に

■地域の声（R7.6 湧別漁業協同組合）
• 旭川・紋別自動車道 遠軽IC開通により、出荷当日中に函館港や苫小牧港への輸送が可能となった。遠軽上湧

別道路が開通すれば、活ほたての品質を高いまま保持したうえで、より迅速な輸送が可能になる。
■地域の声（R7.6 湧別町水産加工会社）
• 当社のほたて輸送においては、旭川・紋別自動車道の延伸整備が、輸送時間の短縮や高品質の保持に直結し

ている。遠軽上湧別道路が整備されることで渋滞や信号を避けられ、運転時間の短縮につながるため、さらなる
輸送効率の向上に大きな効果があると考えている。

【湧別漁協～苫小牧港の所要時間の変化】

旭紋道未整備
（Ｒ333利用）

現状
(旭紋道利用)

遠軽上湧別
道路整備後

318分

266分

256分

52分短縮

62分短縮

出典：令和 3年度全国道路・街路交通情勢調査
※遠軽上湧別道路は旅行速度80km/hより算出

【全国のほたて漁獲量】 【オホーツク管内のほたて漁獲高と
HACCP認定水産加工施設の推移】

出典：海面漁業生産統計調査（R5年）
北海道水産現勢（R5年）

■HACCP：国際的に導入が進んでいる衛生管理基準。取得すると
取引先からの信頼性、企業イメージが向上

（
漁
獲
高
：
億
円
）

（
延
施
設
数
：
施
設
）

200 250 300 350

旭紋道の延伸とともに
漁獲高、施設数が増加

漁獲高 オホーツク管内のHACCP認定水産加工施設

出典：湧別漁業協同組合

出典：北海道水産現勢(漁獲高)
一般社団法人日本食品認定機構(HACCP認定水産加工施設)

ほたて玉冷
石狩湾新港から

中国・韓国経由で
アメリカへ

オホーツクは
全国の約6割

活ほたて
苫小牧港から

道外へ

ほたて玉冷
札幌方面へ

湧別町のほたて
R5年 約4.2万t

（分）



オホーツク

39%

その他道内

25%

その他

36%
R5年産

たまねぎ

収穫量

117万t

4%

13%

9% 52%

63%

13%

13%

10%

13%

10% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全道国道

遠軽上湧別道路

■地域の声（R7.6 運輸・輸送業者）
• 遠軽町の市街地は、交通量が多く信号も多いため、大型車両で走

行する際に交通事故の危険性も高いと感じる。
• また、朝や夕方の通学時間帯には通学路もあることから、トラックド

ライバーは細心の注意を払いながら運転をしている。遠軽町の市街
地を回避して走行できる遠軽上湧別道路があれば、地域の交通の
安全性も保たれると考える。

（2）事業の整備効果（農産品物流ルートの安全性・速達性向上）

2.事業の必要性等
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・全国の約４割の生産量を誇るオホーツク産のたまねぎは、生産量が増加傾向。
・並行する現道区間は基幹物流ルートであるが、信号が連担する市街地の交差点での追突事故が多く、
全道国道と比較して貨物車の追突事故の割合が高いことから、安全性の高い輸送ルートの確保が課題。

・当該道路の整備により、遠軽市街地を回避する安全性の高い物流ルートが確保され、速達性向上が期待。

■遠紋地域からのたまねぎ輸送状況

【貨物車の事故類型別割合】

出典：網走開発建設部(H26～R5）

遠軽上湧別道路並行区間での
事故発生状況(H27.12.26)

写真：網走開発建設部

写真：網走開発建設部
出典：ITARDA（H26-R5）、地理院地図

を加工して網走開発建設部作成

【並行する現道の事故発生位置】

【全国たまねぎ生産量】

【オホーツク産たまねぎ生産量の推移】
（万t）

遠軽町

湧別町

遠軽上湧別道路
遠軽IC（仮）

遠軽中央IC（仮）

上湧別IC（仮）

至 紋別市

至 北見市

至 旭川市

信号が連担する
市街地で事故多発

凡例

人対車両
正面衝突
追突
出合頭
右左折時
相互その他
単独その他
事故危険区間

人対車両 正面衝突 追突 出会頭 右左折時 相互その他 単独その他

貨物車
全道国道

並行区間は貨物車の
追突の割合が高い

全国の
約４割

出典：農林水産省 作物統計 (市町村別)出典：農林水産省 作物統計 (市町村別)（R5年）

（年）

生産量は増加傾向
R3猛暑・干ばつの影響で

生産量減（R4以降は回復傾向）

242

333

333

旭川・紋別自動車道
開通区間

遠軽上湧別道路
延長13.8km
【事業中区間】

遠軽町

湧別町

高規格道路
開通済
事業中
調査中○○○

一般国道

たまねぎ
トラック輸送ルート

北
旭
川
駅

遠紋地域唯一の
たまねぎ選果場

JAえんゆう
たまねぎ選果場

上湧別IC （仮）

遠軽中央IC （仮）

遠軽IC （仮）ＪＲ貨物北旭川駅から
鉄道コンテナ3,600基

（約1.8万ｔ）を
道外市場へ輸送

苫小牧港から道外市場へ
3,400 t/年輸送

一部は台湾・シンガポールへ
輸出

札幌市場へ
1,460t/年輸送

紋別市

遠
軽
上
湧
別
道
路

整
備
前

遠
軽
上
湧
別
道
路

整
備
後

遠軽市街地
遠
軽
Ｉ
Ｃ

遠
軽
Ｉ
Ｃ

遠軽市街地の信号連
担に伴い、安全性低下
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242

至 紋別至 旭川

旭川・紋別自動車道

旭川・紋別自動車道

遠軽上湧別道路遠
軽
中
央
Ｉ
Ｃ
(仮)

上
湧
別
Ｉ
Ｃ
(仮)

遠
軽
Ｉ
Ｃ
(仮)

遠軽市街地を回避した輸送の実現

出典：えんゆう農業協同組合、輸送業者ヒアリング

貨物車
遠軽上湧別道路

並行区間

遠軽町市街地を
走行する貨物車
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（2）事業の整備効果（周遊観光の活性化）

2.事業の必要性等

・遠紋地域は、日本最大級のチューリップ公園に代表される花観光、「ガリンコ号」に代表される流氷観光
など観光資源が豊富な地域であり、令和６年度にはコロナ禍前と同水準まで観光入込が回復。

・一方で、観光客からは移動時間の長さや走行性、定時性への改善ニーズが高いことが課題。
・当該道路の整備により、遠紋地域と網走・知床を連絡する観光ルートとして主要観光地へのアクセス性
が向上し、オホーツク圏の広域観光の活性化が期待。

出典：北海道観光入込客数調査報告書

【かみゆうべつチューリップ公園】
6万人（R7年度）

【芝ざくら滝上公園】
3万人（R6年度）

花観光
【オホーツク圏の観光入込客数】

■地域の声(R7.6 湧別町職員)
• 旭川・紋別自動車道 遠軽ICが開通し、札幌・旭川方面から遠紋地域までの移動時間が短縮され、遠紋地域での滞在時間が延びたことから、「チューリップフェア」

の来場客が近隣の滝上町や東藻琴等に芝ざくら見物のために立ち寄るなどの周遊観光が行いやすくなったと考えている。
• 遠軽上湧別道路が開通すれば、当町～道央圏の移動時間の大幅な短縮や遠軽町市街地の回避が可能になり、運転手の身体的・心理的負担が大きく軽減され

ることや、悪天候により路面状況が悪化する冬期においても走行しやすくなることが期待され、道央圏からより観光客を呼び込みやすくなるため、早期開通に期待
している。 9

【レンタカー利用者（道外居住者）のニーズ】

出典：網走開発建設部
※レンタカー利用者へのWEBアンケート調査
（H30.2網走開発建設部が道外居住者を対象に実施)、N=100(複数回答含)

北網地域 遠紋地域

出典：網走開発建設部 出典：網走開発建設部、令和5年自然公園等利用者数調

出典：令和6年版網走市統計書、
紋別市ヒアリング

【オホーツク圏の主な観光資源と主要観光ルート】

遠軽上湧別道路
延長13.8km

0               10              20              30              40              50              60       

48
47

37
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31

29
4

移動時間の短縮
休憩施設の適切な配置
目的地までの道路の走りやすさ
目的地への時間通りの到着
道路案内機能の充実
情報提供機能の充実
展望エリアの設置
良好な沿道景観の形成

その他

移動時間や
アクセス性の
不満が多数

【流氷観光船ガリンコ号Ⅱ】
4万人（R6年度）

【流氷観光砕氷船おーろら】
６万人（R6年度）

冬期観光

【網走国定公園（天都山）】
131万人（R5年）

【道の駅 遠軽森のｵﾎｰﾂｸ】
76万人（R6年度）

【知床国立公園（知床五湖）】
133万人（R5年）

夏期観光

入込客数はコロナ禍
以前の水準に回復

出典：令和6年度北海道観光入込客数調査報告書

R6年度観光入込客数

主要観光地

主要観光ルート
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【遠紋地域から遠軽厚生病院
への搬送件数の推移】

（2）事業の整備効果（救急搬送の速達性・安定性向上）

2.事業の必要性等

■地域の声（R7.6 遠軽厚生病院職員）
• 当院では、循環器や心疾患患者の救急搬送は一刻一秒を争う対応が求められるという認識をもっている。遠軽上湧別道路の整備が進み、当院までの搬送時

間が短縮されることで、救命率向上に寄与することが期待できる。
■地域の声（R7.6 消防署職員）
• 旭川・紋別自動車道のこれまでの延伸整備により速達性の向上を実感している。遠軽上湧別道路が整備されることで、遠軽厚生病院までの救急搬送時に交差

点や信号の回避が可能となり、更なる搬送時間の短縮や走行中の救急車両の揺れなどによる患者への負担が軽減されるため、非常に有益であると考える。

出典：網走開発建設部
※旧遠軽町を除く

10

・遠紋地域では、心疾患に対応可能な医療機関が遠軽厚生病院のみであり、救急搬送は遠軽町に依存す
るが、遠軽厚生病院から６０分カバー圏域外からも搬送されている状況。また、搬送件数も増加傾向。

・救急搬送ルートである国道２４２号は、信号が連担する市街地を走行するため救急車の急加減速が多く
発生するなど、救急車の揺れによる搬送患者の負荷軽減が課題。

・当該道路の整備により、救急搬送時の速達性向上や走行安定性向上による患者への負担軽減が期待。

【遠紋地域から遠軽厚生病院への搬送実績】

増加傾向

旧丸瀬布町旧丸瀬布町
77件77件

旧生田原町旧生田原町
64件64件

旧白滝村旧白滝村
30件30件

件数は遠軽厚生病院への搬送件数（R5年）
出典：網走開発建設部、遠軽厚生病院HP（R6年）

遠軽厚生病院

（遠紋地域の二次医療機関）

●診療科目数：14科

●病床数：160床

遠軽上湧別道路

写真：網走開発建設部

上湧別IC （仮）

遠軽中央IC （仮）
遠軽IC （仮）

当該道路の整備により
60分カバー圏が拡大

心疾患

101件

消化器系

81件

呼吸器系

73件

脳疾患

45件骨折

35件

泌尿器系

28件

不明・その他

301件

遠軽厚生病院
への疾病別

搬送件数（R5年)
664件

心疾患は
約2割 【心疾患死亡率】

出典：北海道保健統計年報（R5年）

全国の約1.6倍

0

200

400

600

800

1000

1200
（回）

【遠軽市街地の信号連担と国道242号の急ブレーキ発生回数】

遠軽町豊里・南町 遠軽町市街 遠軽町北部 湧別町

信号が連担する市街地
で急ブレーキ多発

※急ブレーキ：減速度0.3Ｇ以上

市街地を回避すること
で速達性が向上

遠軽厚生病院

出典：北海道信号機管理地図、ETC2.0プローブデータ（R5年度)

（件） （人口10万対）



（2）事業の整備効果（異常気象時の確実性・信頼性向上）

2.事業の必要性等

・国道２４２号は、道央圏および道北圏と遠紋地域を結ぶ基幹道路。また、道央圏と北網地域を結ぶ国道
３３３号と交差しており、地域の重要な交通ネットワークが集中する結節点。

・国道２４２号には湧別川の洪水浸水域が存在。また、地吹雪による視程障害も発生していることから、災
害時は通行止めの発生や避難・復旧への影響が懸念。

・当該道路の整備により、耐災害性が強化され、基幹道路の確実性・信頼性の向上が期待。
【当該道路周辺の災害危険箇所】

■地域の声（R7.6 湧別町職員）
• 札幌市方面から湧別町に向かう際は、国道242号を走行する必要があり、現状、国道242号

が通行止めになると大幅な迂回となる。
• 湧別町～遠軽町間の国道242号は沿線に玉ねぎ畑が多いため、冬期は地吹雪に遭いやすく

危険を感じる。遠軽上湧別道路が開通すれば、湧別町～遠軽町間の主要路線がもう1本整
備されるため、悪天候時に寸断されるリスクが軽減されるのではないかと期待している。

【洪水浸水想定区域、地吹雪発生箇所の回避】

通常時ルート

迂回時ルート

整備後ルート

洪水浸水想定
区域、地吹雪
発生箇所を回避

遠軽上湧別道路
L=13.8km

遠
軽
上
湧
別
道
路

【年平均降水量の推移】

出典：気象庁（観測地点：遠軽）

旭川方面

遠軽町の状況年月日

・4つの台風で総降水量308mmの記録的大
雨となり、湧別川は氾濫注意水位を超過

・激甚災害の適用地域に指定
H28.8

・総降水量131mmを記録し、湧別川は氾濫
注意水位を超過

H30.7

・解析雨量では1時間に約100mmの猛烈な
雨となり、記録的短時間大雨情報を発表

R5.8

【近年の遠軽町での大雨】

出典：遠軽町地域防災計画（R5.6）、網走地方気象台
※記録的短時間大雨情報：降雨が中小河川の洪水につ

ながるような猛烈な降雨時に発表するもの

洪
水
浸
水
想
定
区
間

11

122
129

112

90

120

150

湧別町役場～旭川市役所
通常時 迂回時 遠軽上湧別整備後

(分)
整備後は通常時10分
迂回時1７分短縮

洪水浸水想定区域
（計画規模）
0.5m未満
0.5～3.0m
3.0～5.0m
5.0～10.0m

避難所(水害)

地吹雪発生箇所

対象河川

凡　　例

洪水浸水想定区域
（計画規模）

0.5m未満
0.5～3.0m
3.0～5.0m
5.0～10.0m

対象河川

凡　　例

地吹雪発生箇所

出典：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査

【迂回時の所要時間の変化】

地吹雪による視程障害
発生状況（R3.1）

写真：網走開発建設部

地吹雪による
視程障害が発生

計画規模の降雨により
国道242号が浸水する

可能性あり

（H28.8）
写真：網走開発建設部

国道２４２号の冠水

国道が浸水域に入る可
能性のある計画規模の
降雨（124mm/12h）に
迫る降雨が発生

出典：網走開発建設部（令和元年維持工事業者へのヒアリング）
国土数値情報（洪水浸水想定区域データ）をもとに作成

出典：網走開発建設部（令和元年維持工事業者へのヒアリング）
国土数値情報（洪水浸水想定区域データ）をもとに作成

遠軽上湧別道路整備後

降水量は
増加傾向

50mm/日以上の
頻度は増加傾向



（2）事業の整備効果（ＣＯ2排出量の削減）

2.事業の必要性等

12

・ＣＯ２排出量は、整備無しでは、７，１３０，３１１（ｔ-ＣＯ２／年） 。
・当該道路の整備により、７，１０９，０９０（ｔ-ＣＯ２／年）となり、整備されない場合に比べ、
２２，７２３（ｔ-ＣＯ２／年）の削減が見込まれます。

■CO2排出量

※対象地域：北海道全域
※令和22年将来交通量推計を基に算出
※森林のCO2吸収量は10.6 ｔｰCO2/ｈａ・年として試算

出典：『土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）』
※札幌ドーム面積は建築面積5.5ｈａを使用し換算

出典：「道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠（平成22 年度版）」
国土技術政策総合研究所資料No.671 (2012)

CO2削減量

２２，７２３ｔｰCO2/年

森林換算

約２，１４４ｈａ

（札幌ドーム約３９０個分に相当）

■自動車の旅行速度とCO2排出原単位との関係



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）

■全体事業費変更要因

■全体事業費変更

13

・令和３年度の事業化以降、新たに判明した事象に基づき設計等を見直した結果、以下の変更要因を確認し、全体事業
費は７５億円増加。

・引き続きコスト縮減に取り組むとともに、適正な事業費管理に努めていきます。

※費用便益比算定上設定した事業期間

増減額
全体事業費

（R７再評価）（R３新規）

増７５億円３７５億円３００億円

増減年数
事業期間※

（R７再評価）（R３新規）

－１１年１１年

）



14

2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）
①切土工の見直し（約５．０億円増）

既往調査（投影）

当初 変更後

シルト質砂礫

土 砂

想定土層区分に基づく土量

種子散布

軟岩

中硬岩

植生基材吹付工 t=5cm 表土（堆積物）

植生基材吹付工 t=10cm

中硬岩数量の増加+植生基材吹付厚の見直し
（地質調査結果により軟岩、中硬岩に変更）

・当初、周辺既往調査結果から、切土区間の地山はシルト質砂礫（土砂）が分布していると想定し、切土
工・法面工を計画。

・地質調査の結果、切土区間の地山は軟岩及び中硬岩として判定されたため、土質変更及び法面植生工
の見直しを行った。



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）
②新規流末排水路の追加（約０．９億円増）

・当初、排水計画は、中央幹線排水路を流末として計画。
・関係機関協議により、中央幹線排水路を流末とした増加流量分について新設排水流末工の整備を行い、
排水系統を分流させ排水処理を行うこととなった。

15

東2線川へ接続し

生田原川へ流下

流末排水工（町道41号）

D900 L=308m

流末排水工（町道41号）
へ流下

道路排水はすべて既設中央幹線排
水路に流下させる計画当初

変更後

※流量計算で流域全体の流量を算
出し増加流量分を新規流末排水工
を設置して生田原川へ流下させる
（中央幹線排水路の下流側での流
量増加を回避）

道路排水を既設中央幹線排水路に
流下。道路整備に伴う増加流量分
を別途新規流末排水路に分流流下
させる事とする。



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）
③橋梁工の見直し（約０．９億円増）

・当初、空測地形図より橋長、橋梁形式を決定。
・事業化後に行った橋梁詳細設計により、橋台位置の変更及び、地質調査結果により基礎工を見直し。

当初 変更後

16

3径間連続鋼床版箱桁橋(L=257.0m) 直接基礎 3径間連続鋼床版箱桁橋(L=269.8m) A2橋台：杭基礎 L=6.5ｍ 15本 L=97.5ｍ

橋長 L=257.0ｍ 橋長 L=269.8ｍ

＜A2橋台 拡大図＞

杭基礎に変更



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）
④資機材・労務単価の変動（約６８．３億円増）

・資機材・労務単価の変動に伴い、事業費を増額。

17

0.900

1.000

1.100

1.200

1.300

R2 R3 R4 R5 R6 R7

普通作業員 鉄筋工

交通誘導員B 法面工

橋梁特殊工

0.900

1.000

1.100

1.200

1.300

1.400

1.500

1.600

1.700

R2 R3 R4 R5 R6 R7

D16 SD295

H

生コンクリート

密粒度AS13F

軽油

主要建設資材単価伸び率
（令和２年度基準）

労務単価伸び率
（令和２年度基準）

※北海道内単価※鋼材、生コン、アスファルト：北見地区単価
石油：北海道内単価

鋼材（異形棒鋼）（１．４５）

鋼材（H形鋼）（１．３８）

アスファルト（１．４０）

生コン（１．６５）

軽油（１．３２）

普通作業員（１．21）

交通誘導員B（１．２４）

法面工（１．２１）

鉄筋工（１.22）

橋梁特殊工（１．１２）

（年度）

（年度）



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）
⑤コスト縮減 法面保護工の見直し（約０．１億円減）

・当初、盛土法面は、張芝工にて施工。
・現地で発生するすきとり物の有効活用を図り、張芝工からすきとり物張付工に変更してコスト縮減を図る。

当初 変更後

＜従 来＞ ＜すきとり物張付工＞

張芝による植生 すきとり物張付工

18



2.事業の必要性等

19

○一体評価区間の考え方

旭川・紋別自動車道（比布ＪＣＴ～紋別）

上湧別～紋別遠軽上湧別道路
L=13.8km

丸瀬布遠軽道路
L=18.0km

白滝丸瀬布道路
L=16.0km

上越白滝道路
L=18.9km

上川上越道路
L=18.0km

愛別上川道路
L=17.0km

旭川愛別道路
L=10.0km

評価区間
※着色

H29.3.15「複数の区間又は箇所を一体とした評価の運用について」

調査中新規事業化供用済
（R1.12）

供用済
（H21.12）

供用済
（H14.3）

供用済
（H22.3）

供用済
（H18.11）

供用済
（H16.3）

R3年度 新規
遠軽上湧別道路

R7.2.27「複数の区間又は箇所を一体とした評価の運用について」

調査中事業中供用済
（R1.12）

供用済
（H21.12）

供用済
（H14.3）

供用済
（H22.3）

供用済
（H18.11）

供用済
（H16.3）

R7年度 再評価
遠軽上湧別道路

凡 例

開通済区間

事業中区間

調査中区間（計画段階評価完了）

調査中区間（計画段階評価未了）



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（費用便益分析 一体評価対象区間_事業全体）

費用便益比 （B/C）変動ケース基準値変動要因

０．９８～１．３±10％２，４００～９，６００交通量

１．１～１．１±10％３，８６４億円事業費

１．１～１．１±20％４４年事業期間

基本条件

経済的

内部収益率

（EIRR）

費用便益比

（B/C）
総便益

交通事故

減少便益

走行経費

減少便益

走行時間

短縮便益便益(B)

１．１〔4%〕１１，４１７億円３０７億円１，４１５億円９，６９５億円

４．６％
１．４〔2%〕（参考）総費用更新費維持管理費事業費

費用(C)
１．５〔1%〕（参考）１０，１１１億円２５３億円８５８億円９，０００億円

基準年計画交通量（台/日）全体事業費

令和７年度２，４００～９，６００
４，０５１億円

（遠軽上湧別道路：３７５億円）

費用便益分析

感度分析

20

注1）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注2）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注3）費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。

注4）費用便益比の〔 〕内は、R5以降の社会的割引率の設定値である。（R4以前は何れも4％）

注5）評価対象区間を遠軽上湧別道路として算出した費用便益比（B/C）【事業全体】1.5



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（費用便益分析 一体評価対象区間_残事業 ）

基本条件

費用便益比 （B/C）変動ケース基準値変動要因

１．６～２．０±10％２，４００～９，１００交通量

１．６～２．０±10％２８６億円事業費

１．７～１．８±20％６年事業期間

基本条件

経済的

内部収益率

（EIRR）

費用便益比

（B/C）
総便益

交通事故

減少便益

走行経費

減少便益

走行時間

短縮便益便益(B)

１．８〔4%〕５０２億円１３億円４４億円４４６億円

８．０％
２．６〔2%〕（参考）総費用更新費維持管理費事業費

費用(C)
３．１〔1%〕（参考）２８１億円－３０億円２５０億円

基準年計画交通量（台/日）全体事業費

令和７年度２，４００～９，１００
４，０５１億円

（遠軽上湧別道路：３７５億円）

費用便益分析

感度分析
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注1）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注2）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注3）費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。

注4）費用便益比の〔 〕内は、R5以降の社会的割引率の設定値である。（R4以前は何れも4％）

注5）評価対象区間を遠軽上湧別道路として算出した費用便益比（B/C）【残事業】1.8



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（費用便益分析 前回評価との比較 ）

備考
（前回評価からの主な変更点）

Ｒ７再評価時点
Ｒ２新規採択時評価

（R３事業化）

一体評価区間の変更に伴い延長が変化Ｌ＝１１１．７ｋｍＬ＝１３．８ｋｍ延長

・将来交通需要推計の見直し
令和２年度：平成22年度全国道路・街路交通情勢調査（事業化ネット）
令和４年度：令和12年度将来交通量の推計値
令和７年度：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査（事業化ネット）
令和６年度：令和22年度将来交通量の推計値

※一体評価区間の変更に伴い計画交通量が変化

２，４００台/日
～９，６００台/日

２，７００台/日
～８，４００台/日

計画交通量

・資機材・労務単価の変動による増
・切土工の見直しによる増
・橋梁工の見直しによる増 等

※一体評価区間の変更に伴い総事業費が増加

約４，０５１億円約３００億円総事業費

・基準年の変更による増
・総事業費の増

※一体評価区間の変更に伴い総費用が増加

約１０，１１１億円
（基準年Ｒ７）

約２３５億円
（基準年Ｒ２）

総費用
Ｃ

・基準年の変更による増
・原単位の変更による増（費用便益分析マニュアルの更新）

※一体評価区間の変更に伴い総便益が増加

約１１，４１７億円
（基準年Ｒ７）

約２６０億円
（基準年Ｒ２）

総便益
Ｂ

１．１１．１
費用対効果

Ｂ／Ｃ
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※総費用・総便益は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）したものであることから、増額等の要因が無い場合でも、見た目の額は増加する。

※費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果【試算（地域の特殊性を考慮した場合の便益による参考値）】

金額
細目項目

残事業事業全体

Ｃ＝２８１億円Ｃ＝１０，１１１億円
総費用

Ｃ
費用便益比

（B/C） Ｂ＝５０２億円Ｂ＝１１，４１７億円
総便益

Ｂ

Ｂ／Ｃ＝１．８Ｂ／Ｃ＝１．１Ｂ／Ｃ

Ｂ＝３２９億円Ｂ＝７０６億円
総便益

Ｂ

地域の
特殊性を

考慮した便益
（※）

Ｂ＝１２９億円Ｂ＝２５１億円救急医療改善効果

Ｂ＝１７６億円Ｂ＝３２９億円余裕時間の短縮による効果

Ｂ＝０．７億円Ｂ＝１１億円ＣＯ２排出削減による効果

Ｂ＝２．５億円Ｂ＝６．２億円大気汚染低減による効果

Ｂ＝１０億円Ｂ＝２１億円騒音低減による効果

Ｂ＝１１億円Ｂ＝８８億円夏期観光時期のアクセス向上効果

※表に記載の（※）は開通後50年間の便益額として試算した参考値
※費用・便益については、基準年における現在価値後の値 23



3.事業進捗の見込み
・当該事業は令和３年度に事業化、令和５年度に工事着手。
・用地進捗率６％ 、事業進捗率１４％（１１％）。
・引き続き、早期開通に向けて事業を進めます。
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※用地進捗率及び事業進捗率は、令和7年度
北海道における事業計画（令和7年4月）ベース

※用地進捗率は面積ベース（令和7年3月末時点）
※事業進捗率の（ ）内は事業費増額後の進捗率

（令和7年3月末時点）



4.関係する地方公共団体等の意見
要望内容主な構成メンバー会長期成会名称

近年の急激な人口減少や高齢化の進展、物流の問題における消費地や輸送拠

点への効率的アクセス性の確保及び、農水産物の生産性及び品質の向上を図

るためには、高規格道路旭川・紋別自動車道の全線開通が必要不可欠であり、

国土強靭化を推進するためにも大変重要である。我が国の生産性を向上させ、

国内投資拡大につながる高規格道路整備など幹線道路ネットワークの機能強

化を図ることで日本全体の経済の活力を取り戻すため、旭川・紋別自動車道の

早期整備を要望。

紋別市、旭川市、湧別町、興部町、

遠軽町、滝上町、佐呂間町、西興部

村、雄武町、愛別町、比布町及び上

川町の首長並びに議長

紋別商工会議所、旭川商工会議所、

遠軽商工会議所、湧別町商工会、

滝上町商工会、比布商工会、愛別

商工会、上川町商工会、佐呂間町

商工会、西興部村商工会、雄武町

商工会、興部町商工会及びえんが

る商工会

紋別市長

紋別商工

会議所会

頭

高規格道路旭川･紋別自動

車道早期建設促進期成会

高規格道路旭川･紋別自動

車道早期建設促進協議会

旭川・紋別自動車道は、オホーツク圏と道央圏を結ぶ高規格道路網の一部を構

成しており、オホーツク圏域の産業、経済の発展に不可欠な道路であり、地域の

発展に極めて大きな役割を担う道路として、整備促進を要望。

遠軽町、佐呂間町及び湧別町の首

長並びに議長

遠軽町長遠軽地区総合開発期成会

旭川・紋別自動車道は、上川地方の拠点都市旭川市と、重要港湾や空港を有

する紋別市間の有機的結合を図り、北海道縦貫自動車道や遠軽北見道路との

連結性確保により道北圏や道央圏とのアクセスを強化することによって、北海道

の一体的発展を図る上で極めて大きな機能を担うものとして、整備促進を要望。

紋別市、滝上町、興部町、雄武町及

び西興部村の首長並びに議長

紋別市長北海道西紋別地区総合開発

期成会

広大な面積を有し都市間距離も長いオホーツク管内では、今後も継続して発展

を目指し、世界水準の観光ルートの形成を目標とし、地域が一体となって様々な

取組を進めており、周遊観光を促進するためにも、道東の空の玄関口である女

満別空港と観光拠点間を有機的に結ぶ高規格道路の整備が必要不可欠である。

また、西紋別地域は平成元年の鉄路廃止以降、道路が社会経済活動を支える

重要な施設となっており、医療事情では北見・旭川など高次医療機関に依存し

ている状況であり、救急搬送を確実なものにするためにも、道路の重要性は一

層高まっていることから、遠軽上湧別道路の整備促進を要望。

北見市、網走市、紋別市、興部町、

佐呂間町、津別町、遠軽町、西興部

町、小清水町、美幌町、置戸町、湧

別町、斜里町、清里町、訓子府町、

滝上町、雄武町及び大空町の首長

並びに議長

北見市長オホーツク圏活性化期成会
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4.関係する地方公共団体等の意見
要望内容主な構成メンバー会長期成会名称

広大な東北海道では、主要都市や生産集積地を有機的に結ぶ道路網の整備が

重要な課題であり、北海道横断自動車道、旭川・紋別自動車道及び帯広・広尾

自動車道と連携した地域集積圏の拡大や、広域物流拠点である重要港湾、広

域交通拠点としての空港などと連結する広域交通ネットワークを形成するため、

高規格道路の整備促進を要望。

釧路商工会議所、帯広商工会議所、

北見商工会議所、網走商工会議所、

根室商工会議所、紋別商工会議所、

遠軽商工会議所、美幌商工会議所

及び留辺蘂商工会議所

帯広商工

会議所会

頭

東北海道商工会議所連絡協

議会

○北海道からの意見

北海道知事からの意見

「旭川・紋別自動車道（一般国道450号）遠軽上湧別道路」事業を「継続」とした「対応方針（原案）」案について、異議はありません。

当該事業は、農水産物の輸送をはじめとする物流の効率化、オホーツク地域の周遊観光等の振興、安全で確実な交通の確保、救急搬送時間の短縮な

どに寄与することから、早期供用を図るようお願いいたします。

なお、事業の実施に当たっては、周辺環境への影響を最小限にとどめるとともに、徹底したコスト縮減を図り、効率的・効果的な執行に努めるようお願い

いたします。
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5.対応方針（案）

内容
細目項目

残事業事業全体

Ｂ／Ｃ＝1.8

【遠軽上湧別道路】Ｂ／Ｃ＝1.8

Ｂ／Ｃ＝1.1

【遠軽上湧別道路】Ｂ／Ｃ＝1.5

3便益によるB/C
・走行時間短縮
・走行経費減少
・交通事故減少

費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

B＝129億円（※）B＝251億円（※）救急医療改善効果

地域の特殊性を
考慮した便益の検討

B＝176億円（※）B＝329億円（※）余裕時間の短縮による効果

B＝0.7億円（※）B＝11億円（※）CO2排出削減による効果

B＝2.5億円（※）B＝6.2億円（※）大気汚染低減による効果

B＝10億円（※）B＝21億円（※）騒音低減による効果

B＝11億円（※）B＝88億円（※）夏期観光時期のアクセス向上効果

・遠軽市街地を回避する安全性の高い物流ルートが確保され、速達性向上が期待
農産品物流ルートの

安全性・速達性向上

活力

事業の整備効果

・オホーツク海で漁獲された活ほたてやほたて玉冷の市場や物流拠点への定時性及び速達性の高い輸
送ルートが確保され、水産品の流通利便性向上が期待

水産品の流通利便性向上

・遠紋地域と網走・知床を連絡する観光ルートとして主要観光地へのアクセス性が向上し、オホーツク圏の
広域観光の活性化が期待

周遊観光の活性化

・救急搬送時の速達性向上や走行安定性向上による患者への負担軽減が期待
救急搬送の

速達性・安定性向上
暮らし

・耐災害性が強化され、基幹道路の確実性・信頼性の向上が期待
異常気象時の

確実性・信頼性向上

・自動車からのCO2排出量、22，723（ｔ-CO2/年）の削減が期待CO2排出量の削減環境

・令和7年3月末時点で、用地進捗率6％、事業進捗率14％事業の進捗状況事業進捗の見込み

・遠軽上湧別道路は、高速ネットワークの拡充による道央圏・道北圏とオホーツク圏の連絡機能強化を図
り、地域間交流の活性化及び物流効率化等に寄与する事業と考えられます。

・事業の必要性、重要性に変化はなく、費用対効果等の投資効果も確保されていることから、事業の継続
を原案としてお諮りいたします。

・引き続き、コスト縮減に取り組むとともに、適正な事業費及び事業期間の管理に努めていきます。

※は開通後50年間の便益額として試算した参考値 27


